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図書館・学校図書館の運営の充実に関する有識者会議（第４回）資料 

JPIC 松木 

 

Ⅰ．JPIC 読書アドバイザーの現状 

【資格の概要・意義】 

平成2年 7月に生涯学習振興法が施行され、学校教育とは別の生涯学習の振興が謳われまし

た。JPIC は、これに呼応して、「出版文化産業と読書活動を通じて生涯学習の推進を図る」旨を事

業目的の一つに掲げて平成３年３月に設立されました。 

翌４年９月には、通産省より、産業構造審議会生涯学習振興部会の中間報告が発表され、そ

の中で、生涯学習関連産業として、カルチャーサービス産業、出版産業、スポーツ産業の三業種が挙

げられました。JPIC では、設立以来「生涯学習と読書をコーディネートする」人材を育成するための事

業を検討しており、その具現策として平成５年３月に第１期「JPIC読書アドバイザー養成講座」を

開講しました。 

当初は、50名を募集することとし、受講者が本当にいるか不安でしたが、1,200 名を超える応募

があり、急きょ受講生を 100名に拡大し対応。第 1期が同年 9月に修了直後、第 2期を同月に

前倒し開講するといううれしい誤算でスタートしました。 

以来、第 4期は東京会場100名・大阪会場100名や、第 6期は 50名開催（100 名集ま

らなかったわけではなく、濃密に進めたいとの考えから）など、試行錯誤しながらも順調に進みました。 

平成18年度は、カリキュラムの大幅な見直しを行うと同時に、「校長」として俳優の児玉清氏に就

任いただき、平成 24年 5月にお亡くなりになる直前の第 18期修了式までご指導いただきました。 

令和7年、第 32期を準備中ですが、これまで、一度も定員割れをしたことはなく、「読書」「読書

推進活動」への関心の高さを実感しています。 

「読書・本が好き」という共通項を持つ方々が、年齢・性別・地域・職業を問わず集まるスクーリング

は、「学びの場」だけでなく「交流の場」としても貴重で、過去には、Web学習などの案も出ましたが、こ

れまでは、「集い、ともに時間を過ごす」ことにも価値を認め、毎期、スクーリングを実施しています 

＊現在は、4回 8日間、テキストは５年ごとに更新、最新の執筆者は添付の通り。 
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【第３１期 講義の内容】 

 



【資格取得者の特徴】 

第 24期～31期 講座受講生一覧（属性別） 

 

 



【活動事例】 

基本的に個人の活動のため、JPIC で活動を把握・管理しているものではありません。 

ただ、自主的な組織ではありますが「JPIC 読書アドバイザークラブ（JRAC）」が、第 1期修了式と

同日に、修了生の発案で発足し、現在も、修了生の相互研鑽・共同活動・交流・情報交換の場として

活発に機能しています。会員は約 600 名で、全国各地にいます。 

JRAC の活動は「JRAC通信の発行」、「会員用ホームページでの情報交換」、「学習会の開催」など、

多岐にわたります。また全国には、身近な会員のつながりを活かす地域支部があり、現在 12支部・学

習グループ 2組も独自に活動しています。 

 なお、自主的な組織ではありますが、JPIC としてもさらに JRAC の活動機会を広げるため、「JPIC 読

みきかせサポーター講習会」での読みきかせ講義の講師や「スミセイおはなしひろば」でのボランティア向け

学習会での講師など、主催・協力事業での講師のほか、各種団体からの問い合わせにも対応し、おはな

し会の読み手等の講師を依頼しています。また「マンガ感想文コンクール」｢お気に入りの１冊｣の審査な

ど、活躍の場を広げています。 

平成31年より『この本読んで！』との合同企画として「親子で読んでほしい絵本大賞」を開催。会員

による選考委員が選出した候補作12作品を実際に読んで投票し、選考を経て受賞作の表彰をしてい

ます。このほか『この本読んで！』では、毎号、JRAC会員がおはなし会プログラムや新刊紹介などを担当

し、読者からも好評のコーナーとなっています。 

 

Ⅱ．活躍に向けた課題 

【図書館・学校図書館や地域における活動に際しての課題】 

大きな課題はすべて自費での資格取得ということもあり、JRAC会員以外の修了生の連絡先等を

事務局は把握していないことです。特に初期の修了生はその当時メールなどもなく、３０年も経ってい

ることから現在の活動を把握する方法がないという状況です。 

また、期が同じであれば修了生同志の繋がりはあり、いろいろ情報交換されているようですが、

JRAC の会員以外の修了生が期を越えて同じ地域で繋がりを持つことは事務局の前述の状況からサ

ポート出来ていない状況です。 

受講生一覧（属性別）でも分かるように図書館関係者が多くの割合を占めていますので、何らか

の方法で地域ごとに修了生を繋ぎ直し、ネットワークを構築し地域における活動を支援することが必要

だと考えています。 



 

【人材育成に関する課題等】 

１年をかけて様々な勉強をして頂きますが、読書推進や出版界を巡る環境は大きく変化をしていま

す。活動を継続頂くためには新たな知識の習得や定期的な情報の更新などが必要です。 

現在、JPIC ではテキストを電子化し学びなおしをしたい修了生に提供し、講座で聞きたい内容のも

のがあれば、１日聴講生として講義を受けられるようにしています。ただ、遠方の方であれば旅費や宿

泊費が掛かり簡単に受けられるものではありません。 

現在、JPIC では書店員を中心としたリスキリングのための「e－ラーニング」の開発を進めており、その

メニューの中に読書アドバイザー養成講座の講義の一部を盛り込み、読書アドバイザー養成講座修了

生に提供して学びなおしに役立ててもらいつつ、新たな修了生のネットワークを構築出来ないかと考え

ております。 

   

 


